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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月10日(2007.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】 磁気共鳴イメージング・システムを用いて被検体の磁気共鳴画像を形成す
る方法であって、（ａ） 前記磁気共鳴イメージング・システムを用いて、対応する一連
の核磁気共鳴信号を取得する一連の撮像用パルス・シーケンスを実行する工程と、（ｂ）
 前記磁気共鳴イメージング・システムを用いて、前記撮像用パルス・シーケンスにイン
タリーブされており、被検体の位置及び被検体の速度の指標となる核磁気共鳴ナヴィゲー
タ信号を発生する一連のナヴィゲータ・パルス・シーケンスを実行する工程と、（ｃ） 
前記ナヴィゲータ信号内の前記被検体の位置及び被検体の速度の情報を用いて、前記工程
（ａ）の実行中の被検体の運動により生ずる画像アーティファクトを減少させるように前
記一連の核磁気共鳴信号を変更する工程と、（ｄ） 該変更された一連の核磁気共鳴信号
から磁気共鳴画像を再構成する工程と、を含む方法。
【請求項２】 前記ナヴィゲータ・パルス・シーケンスは、前記磁気共鳴イメージング・
システムにより実行されて、（イ） 前記被検体内に位置するスピンに横磁化を生成する
ＲＦ励起パルスを発生し、（ロ） 運動するスピンの前記横磁化に位相シフトを付与する
速度エンコード磁場勾配を発生し、（ハ） 読み出し磁場勾配を発生し、（ニ） 該読み出
し磁場勾配（３５０）が発生されている間に前記ナヴィゲータ信号を取得することを含ん
でいる請求項１に記載の方法。
【請求項３】 前記速度エンコード磁場勾配は、第１モーメントＭを有する双極型勾配で
あり、前記ナヴィゲータ・パルス・シーケンスは対を成して実行され、各々の対のナヴィ
ゲータ・パルス・シーケンスのうち一方における前記速度エンコード磁場勾配は正の第１
モーメント＋Ｍを有し、各々の対のナヴィゲータ・パルス・シーケンスのうち他方におけ
る前記速度エンコード磁場勾配は負の第１モーメント－Ｍを有する請求項２に記載の方法
。
【請求項４】 前記ナヴィゲータ・パルス・シーケンスの対の各々の対により発生される
前記核磁気共鳴ナヴィゲータ信号から正味の核磁気共鳴ナヴィゲータ信号を発生する工程
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を含んでいる請求項３に記載の方法。
【請求項５】 前記核磁気共鳴ナヴィゲータ信号をフーリエ変換する工程と、前記被検体
の速度の指標を形成するように、２つの変換された核磁気共鳴ナヴィゲータ信号の間の位
相差を算出する工程とを含んでいる請求項４に記載の方法。
【請求項６】 前記ナヴィゲータ・パルス・シーケンスは対を成して実行され、各々の対
における前記ナヴィゲータ・パルス・シーケンスの間の時間間隔は、予め選択されている
値Δｔに設定されている請求項１に記載の方法。
【請求項７】 前記被検体の速度は、ナヴィゲータ・パルス・シーケンスの各々の対にお
ける被検体位置の変化を前記予め選択されている値Δｔで除算したものにより指示される
請求項６に記載の方法。
【請求項８】 各々の核磁気共鳴ナヴィゲータ信号をフーリエ変換する工程と、各々の変
換された核磁気共鳴ナヴィゲータ信号の強度を算出する工程と、前記被検体の位置の指標
を形成するように、前記算出された強度核磁気共鳴ナヴィゲータ信号において選択された
構造の位置を検出する工程とを含んでいる請求項７に記載の方法。
【請求項９】 前記核磁気共鳴ナヴィゲータ信号から位相補正を算出する工程と、前記対
応する算出された位相補正を用いて核磁気共鳴信号の位相を変化させることにより、前記
工程（ｃ）において前記一連の核磁気共鳴信号を変更する工程とを含んでいる請求項１に
記載の方法。
【請求項１０】 核磁気共鳴信号の位相は、前記核磁気共鳴信号を取得する前に核磁気共
鳴信号受信器の位相を変更することにより変化させられる請求項９に記載の方法。
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